
令和7年度きっかけ見つけ隊21

交流人口から関係人口へ
山口学芸大学PBL(地域課題解決演習）を通じて

地域と大学との協働

令和8年１月20日（火)

名田島自治会連合会



名田島地区の概況 ①

○ 面積 約８．９３ｋ㎡

○ 推計人口 １，１３４人 R7.12.31現在

（男 527人、女 607人）

○ 世帯数 ５３８世帯

○ 高齢化率 ４９．７％

○ ６５歳以上独居７１人（令和２年国勢調査）



名田島地区の概況 ②

・山口市南部に位置し、椹野川と南若川
に囲まれ、地区の大部分が干拓によっ
て形成された。海抜はゼロメートルに近
く、大雨、津波による浸水など災害によ
る被害を受けやすい地域である。

・少子高齢化も進展しており、高齢化率
は市内２１地区の中でも３番目に高い。

人口の減少を食い止めたい

若者の流出を食い止めることが大切。
合わせて、若者の交流人口を増やし、
短期間でも良いから関係人口になって
もらいたい！

名田島

電柱への海抜表示



人口減少を食い止めたい、交流人口から関係人口へ



「プロジェクト型課題解決学習（PBL）とは、社会が抱える課題に対して、学
生数人と担当教官、企業・地方自治体、NPO 法人の担当者で構成されるプロ
ジェクトが、解決を模索して活動していく学習形態です。学生は、その課題解
決に取り組む過程で、いろんなことを学びます。そこでは、従来の研究室単位
でのゼミ学習と違い、厳しい現実にも直面します。予算、活動時間、自分たち
の能力など、限られた枠内で最良の結果を導き出していこうとする姿勢が求め
られます。「理想解」を追うのが従来の学習なら、PBLは「最適解」あるいは
「現実解」を追う学習体系とも言えます。英語では配偶者のことをbetter half
と表現します。決してbest halfとは言わないのです。これと同じ「現実主義」
(puragmatism)がPBLの根底には流れています。加えて、PBLでは「いかなる
個人よりプロジェクトの方が賢い」という立場を取ります。
（福屋利信 周南公立大学客員教授のホームページより）

地域課題解決演習(PBL)とは、その目指すもの



• 山口学芸大学では、令和２年度からPBLをカリキュラムに取り
入れることになった。

• NTT西日本がパートナー企業（３年度継続事業、毎年度２０万円助成）とな
り、「交流センターにおけるICTの利活用デザイン」をテーマ
として、山口学芸大学のPBLがスタートすることになった。現
地演習を実施することが必要なため、フィールドを提供してく
れる地域を決定することが必須となった。

• 山口学芸大学からは、フィールドとなる地域は、授業時間内
(概ね１時間半）に学生が、自転車かバイクで往復可能な地域
として欲しい旨要望されていた。

令和元年度 ＮＴＴ西日本山口支店をスポンサーとする山口学芸大
学PBL授業へのフィールド提供依頼（山口市協働推進課より）



フィールド提供地域決定に先立ちＮＴＴ西日本山口支社から
示されたPBLの取組イメージ



フィールド提供地域決定に先立ちＮＴＴ西日本山口支社から
山口学芸大学に示されていたPBLテーマイメージ



• 令和元年に山口学芸大学に着任された福屋利信教授を中心に、
名田島地域をフィールドとするPBL（２年生が選択科目として
履修）が令和2年度から開始されることになった。

• フィールドとなる名田島地域で山口学芸大学と応接するのは、
名田島自治会連合会ということになった。ただし、名田島自治
会連合会は創設当初から、地域内の経済振興問題については関
与しないという不文律がある。

• パートナー企業・NTT西日本が示したテーマ「ICTを活用した
地域社会（山口市名田島地区）の活性化」に沿って、具体的に
何をするかから検討しなければならなかった。

令和2年度・山口学芸大学PBLのためにフィールドを提供



• 令和2年3月24日(火)、学芸大学PBL関係者によるPBLのフィー
ルドとなる名田島地域の実地実査を実施

• 令和2年7月3日(金)、PBL受講第1期生とともに、具体的課題決
定のための名田島地区でのフィールドワークを実施

• 経済振興を目指す課題には地元の協力が得られないため、水害
に弱い地域であることに着目して、「名田島災害避難アプリ
（NADMA)制作」を最終目標として課題を設定

• フィールドワーク結果と外部資料を利用して、対象を名田島地
区に絞ったアプリ「NADMAプロトタイプ」の作成開始

令和2年度 スポンサー企業の提示するテーマに沿った具
体的課題設定から着手



令和2年度 山口学芸大学PBLで「名田島地区災害避難ア
プリ（NADMA）」プロトタイプ一応完成、令和３年3月
13日に名田島地区役員に対して発表会実施



• 令和３年１月に実施した「名田島地区住民防災意識及びICTスキル
調査全戸アンケート」の集計結果を分析するとともに、同年３月に
実施した「NADMA発表会」で収集した意見に基づき、より地域に
密着し全年齢で使い易くする方向で、「名田島地区災害避難アプリ
＋」(NADMA+)として開発を続行することになった。

• アップルティチャーである高下正明教授の指導も得て、大幅に改良
した「NADMA+」が、令和３年１１月には一応実用に耐えうる段
階に達した。

• 令和3年12月2日に名田島地区住民との「NADMA+発表・意見交換
会」を開催したところ、今一歩の改良を望む声が多数寄せられた。

• そこで令和4年度には、さらにアプリ改良を進めるとともに、地区
内での普及活動に着手する計画を立てた。

令和3年度 山口学芸大学PBLで「名田島地区災害避難ア
プリ」の改良続行、ほぼ実用化の域に



令和３年度 山口学芸大学PBLで、実用一歩手前に到達
した名田島地区災害避難アプリ(NADMA+) ①



令和３年度 山口学芸大学PBLで、実用一歩手前に到達
した名田島地区災害避難アプリ(NADMA+) ②

• 右画像中の｢今回実現できな
かった件」にあるように、名田
島地域内には、行政機関が設置
した防災情報（地域内河川のラ
イブカメラ動画、地域内の雨量
や河川水位の数値）観測施設が
皆無である。

• 地域住民に地域内河川の危機的
情報を伝えるために、せめて地
区中央を流れる新川・中川に水
位監視ライブカメラを設置でき
ないかという要望が、地区役員
からも出てきていた。



• 従来のパートナー企業・NTT西日本が、令和３年度末で撤退し
たため、名田島自治会連合会が新たにパートナー団体となった。

• NTT西日本からの学芸大学PBL助成金がなくなったため、多額
の必要経費が見込まれる「名田島災害避難アプリ+」の普及活
動は断念せざるを得なかった。

• 「NADMA+」の改良だけは、前年度実施した「発表・意見交
換会」での要望を尊重して、より地域に密着した情報を提供す
る方向で改善を進めることとし、名田島地区内の情報を収集す
る手段も提案した上で、令和４年度末をもって本課題を終了す
ることになった。

令和４年度 名田島自治会連合会がパートナー団体となり、
災害避難アプリ作成以外の課題解決も模索することに転換



1 名田島地区フィールドワーク（5月22日(金)午後、引率教員
３名、PBL履修生 ３９名）

2   令和４年度の課題
（１）NADMA+の改良とアンドロイド版アプリの開発
（２）NADMA+単独では実現できない機能の補足
①他のポピュラーアプリ（NHKニュース防災アプリ等）との連携
②廉価版河川監視カメラの試作機作成と設置・運用方法検討
③地区内緊急連絡網のICT化（DX）

（３）地域のICT化（ICT技術の普及＝DX）
①ICT技術活用による地域活性化
②SNS等を活用した地域情報の発信
③ICT技術を活用した地域観光資源の開発

令和４年度 NADMA+の改良と新規課題への取組



令和4年度 山口学芸大学PBL簡易型河川監視カメラの試作



• 令和５年度から、パートナー団体である名田島自治会連合会が
抱える最大の課題、「いかに人口減少を食い止め、地域コミュ
ニティーを維持していくか」をどのように解決していくかを模
索することにした。ただし、履修学生数が激減（R４年度39名
⇒R5年度12名）しているので、対象課題を3題に絞り込んだ。

1 名田島地区フィールドワーク

（令和5年4月16日(日)午前、引率教員2名、PBL履修生12名）

令和５年度 山口学芸大学PBL 地域イベント「名田島
小学校開設１５０周年記念事業」実施を全面応援



2 令和5年度の取組課題
（1）名田島ちょうちんちょこっと祭への企画参加
① お化け屋敷の出展
② 来場者へのインタビュー

（2）名田島小学校開校150周年記念事業実施を支援する。
① 児童の「先輩インタビュー動画」の編集支援
② 開設150周年記念学習発表会(11月)の動画撮影及びリモート中継の支援

（3）「第4次名田島地区協働のまちづくり計画」策定のための全戸アンケートの
集計と分析を行い、それに基づき提言を行う。

3 令和5年度山口学芸大学PBL学習成果発表会
（令和6年1月26日(金)午後、地元参加者13名）

令和５年度 山口学芸大学PBL 地域イベント「名田島小
学校開設１５０周年記念事業」実施を全面応援



令和５年１１月「山口学芸大学と名田島自治会連合会との
「地域課題解決演習（PBL）」実施に関する覚書」を締結

• 令和3年度末でパートナー企業
NTT西日本が撤退した後、暫定
的に名田島自治会連合会がパー
トナー団体になっていたが、大
学と自治会連合会の間で書面契
約書が締結されていた訳ではな
かった。

• 山口学芸大学と名田島自治会連合
会との関係を明確にするため、令
和5年11月29日(水)午後、名田島
地域交流センターにおいて、「山
口学芸大学と名田島自治会連合会
とのPBL実施に関する覚書」交換
式を行った。



令和５年度 山口学芸大学PBL 第４次名田島地区協働のまちづくり
計画策定のための全戸アンケート分析結果の一例



1 「地域課題解決演習（PBL）Ⅰ」（前期履修）

（1）名田島地区フィールドワーク

（4月26日(金)午後、引率教員3名、PBL履修生26名）

  (2) 名田島ちょうちんちょこっと祭に「お化け屋敷」を出展

（8月2日(土)18～21時）

（3）名田島小学校グラウンド芝生化10周年記念「わくわくフェ

スタ」開催応援

① 小学生が出店した「フリスビードッグ」の運営を支援

② 大学生2グループが独自出店

令和６年度 山口学芸大学PBL前期 地域イベント「名田
島小学校グラウンド芝生化１０周年記念事業」実施応援



2 「地域課題解決演習（PBL）Ⅱ」(後期履修）

（1）名田島の魅力発見 ～新しい価値の創造を目指して～

（2）名田島フットパスの魅力発信

～豊かな自然の中で仲間を増やすプロジェクトN～

（3）島・東開作・西開作コースの魅力を発信し、交流人口を

増やすためのリ・デザイン

（4）子ども中心の地域作り ～名田島地域での実践を通じて～

（5）地域のイベントに大学生が参加する意義

～関係人口の観点から～

令和6年 山口学芸大学PBL後期 名田島地域づくりアン
ケート分析に基づく課題解決策



令和６年度山口学芸大学PBLの年間活動を
名田島自治会連合会グラフ誌「田園」で紹介



1 「地域課題解決演習（PBL）Ⅰ」（前期履修）

（1）名田島地区フィールドワーク（5月2日(金)午後）

  (2) 名田島ちょうちんちょこっと祭に「お化け屋敷」を出展

（8月2日(土)18～21時）

2 「地域課題解決演習（PBL) Ⅱ」（後期履修）

（1）地域とともに育てる市民性 ～小学校における調査を通した考察～

⇒①名田島小学校5・6年生が「名田島ふるさとまつり」に出店することを支援

②小学生の意識調査アンケートを実施

（2）地域外諸団体との連携模索を通した関係人口増加の取組

 ⇒①集落会館利用状況アンケート実施、②集落自治会長インタビュー

③農業体験ミニイベント実施

令和７年度 山口学芸大学PBL 地域イベントに参加して、
名田島の住民と交流し、その魅力を発信



（3）マインクラフト（ゲームアプリ）でつくる「みんなの名田島）
⇒「名田島ふるさとまつり」にマインクラフトのブースを出店

（4）ショート動画による名田島地域の魅力発信
⇒名田島地区内の名所を背景にダンス動画作成、コンテストに応募（TikTokアップ済み）

（5）スタンプラリーで「名田島ふるさとまつり」を活性化
～「名田島ふるさとまつり」の観客のばらつき解消策～

⇒「名田島ふるさとまつり」において、スタンプラリー実施

（6）PBLがもたらす地域交流の価値
～「名田島ふるさとまつり」でのパターゴルフ企画から～

⇒「名田島ふるさとまつり」にパターゴルフのブースを出店

3 名田島地区向けPBL成果報告会（令和8年1月23日予定）

令和７年度 山口学芸大学PBL 地域イベントに参加して名田島の住民と交流し、その魅力を発信



令和７年度 山口学芸大学PBL
名田島ふるさとまつりへの出展



• 名田島地区のメリット
１ 毎年２０名前後の山口学芸大学生が演習のため年間６回は名

田島に来てくれる。
２ 演習の一環として、履修生に名田島地区のイベントに出展ま

たは運営補助をしてもらえる。
３ 名田島地区で所要のスキルを持った人材を一定数確保すること

は困難である。例えば、アンケートの集計・分析や最新のSNS
を活用して名田島地区の情報を対外発信することを学芸大学生
に任せることが出来る。

4 名田島の子ども達が10歳以上年上のお兄さんお姉さんに接するこ
 とが出来るという大変貴重な機会が得られる。

地域と大学がWIN WINの関係を構築し、受講生を関係人
口として受け入れることが出来れば・・・



ご静聴ありがとうございました。

参考になれば幸せます！！ 
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